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新明解説

P（計画）の質を正す
　「改革」よりも「改善」を得意とし，20世紀
において「メイドインジャパン」のブランドと
成功神話を築き上げてきたてきた日本企業に
とって，PDCAサイクルは一切疑問視されるこ
とのなかったマネジメントの「聖域」だった。
しかし，当初の計画（Plan）の前提がことごと
く覆される複雑性の時代においては，PDCAサ
イクルだけでは通用せず，それを超えたアプ
ローチが必要であるという認識がグローバルス
タンダードになりつつあるにもかかわらず，日
本ではほとんど知られていない。今，私たちに
求められているイノベーションは，「計画」そ
のものの質を劇的に高めることだ。本稿ではマ
サチューセッツ工科大学とマッキンゼー＆カン
パニーの共同研究により生み出されたU理論を
ベースに，イノベーティブな「計画」とはどの
ように生まれるのか，その実践の は何かを解
説する。
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ビジネスを取り巻く複雑性
①ダイナミックな複雑性
②社会的な複雑性
③出現する複雑性

複雑性がもたらすマネジメントの機能不全
①簡単には儲からない状況
②できる人材に仕事が集中

マネジメントに求められる進化の本質
PDCAを超える新しい視点
人と組織のイノベーションを可能にするU理論
①ありのままの「観察」と「内省」
②稲盛氏の「観察」とJAL再生
③「出現する未来」からの学習
④ドラッカー『すでに起こった未来』

U字が辿る3プロセスと7ステップ
事例に学ぶチーム・組織の“U字変革”実践法
ステップ1：ダウンローディング

─「問題」と「気がかり」の棚卸し
ステップ2：観る（Seeing）
ステップ3：感じ取る（Sensing）
ステップ4：プレゼンシング（Presencing）

─「手放す」「迎え入れる」
ステップ5～7：行動の変容

─結晶化，プロトタイピング，実践
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